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下水道絵画・ポスターコンクール
特賞受賞作品

10月25日(土)、26日(日)に、
中央図書館で「下水道絵画・
ポスターコンクール入賞作品
展」を開催し、応募総数524
点の中から入賞した81点を
展示しました。その中から、
特賞を受賞した作品をご紹介
します！

★問い合わせ：
総務企画課　☎２２３－３０６３

水が生き　暮らしも活きる　下水道

上下水道局だより上下水道局だより 第48号
令和 8 年 3 月 1 日

（令和７年度下水道推進標語） 

　道路に埋まっている古い水道管を、地震に強い新しい水道管へと入れ替
える工事を行っています。
≪水道工事のながれ≫
①�工事期間中も給水を維持するため、仮設管（仮の水道管）を布設し、切り替えます。
②�古い水道管を新しい水道管に入れ替え、管内の洗浄と水圧試験を行って給水
を開始します。
③仮設管を撤去し、仮舗装をします。
④�地盤の安定期間を経て、道路の本復旧（アスファルトの舗装の打ち直し）を
行います。
　断水を最小限に抑えるため、多くの工程が必要になります。工事中はご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

水道管の更新工事にご理解とご協力をお願いします

★問い合わせ：
水道課　☎２２３－３０７５
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　水道事業・公共下水道事業は、原則として皆様からいただく料金等を主な収入源とした地方公営企業
の事業です。経営状況を明確にするため、民間企業の会計制度に近い、公営企業会計制度を採用してい
ます。その特徴は、経営活動による「利益」を見る損益取引と、事業の元手となる「資金（資本）の増減」
を見る資本取引を分けて経理することです。
　損益取引による収入・支出を収益的収支、資本取引による収入・支出を資本的収支といいます。

水 道 事 業

収益的収支
水を供給するための経費と財源

資本的収支
水道の施設を建設・改良するための経費と財源

公共下水道事業

収益的収支 
下水を処理するための経費と財源

資本的収支
下水道の施設を建設・改良するための経費と財源

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 汚水管きょ改良事業（老朽化した汚水管きょの改良工事等）���������������� ２億円
　 汚水管きょ整備事業（生活環境の改善のための汚水管きょ等の整備）������������ ９億円

★問い合わせ：財務課　☎２２３－３０６２

水道料金
56.8億円

その他の収入
7.7億円

県からの
水の購入費
22.6億円

水道施設等の
減価償却費
18.2億円

水道利用加入金 3.6億円

その他の支出
3.7億円

委託料
10億円

人件費4.6億円

収入
68.1
億円

収入
68.1
億円

支出
61.6
億円

支出
61.6
億円

修繕費1.8億円

企業債の支払利息0.7億円

収入
61.6
億円

収入
61.6
億円

支出
59.8
億円

支出
59.8
億円

下水道使用料
35億円

一般会計（市）からの
負担金・補助金
18.5億円

下水道施設等の
減価償却費
27.7億円

流域下水道
管理運営費負担金
15.7億円

その他の収入
8.1億円

委託料4.4億円

人件費3.5億円
企業債の支払利息

1.9億円

その他の支出
4.5億円

修繕費2.1億円

収入
10.6
億円

収入
10.6
億円

支出
31.6
億円

支出
31.6
億円

企業債
8億円

企業債の
元金返済
6億円

工事請負費
23億円

人件費1.3億円

その他の支出1.3億円

加入金・負担金等 2.6億円

※不足額  21億円

収入
8.0
億円

収入
8.0
億円

支出
34.1
億円

支出
34.1
億円

※不足額  26.1億円

工事請負費
14.1億円

人件費1.6億円

その他の支出
6.1億円

負担金補助金及び交付金
2.8億円

一般会計（市）からの負担金・補助金2.3億円

受益者負担金等0.8億円
国・県からの補助金0.5億円

企業債
4.4 億円

企業債の元金返済
9.5億円

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 配水管更新事業（基幹管路の耐震化や老朽化した配水管の更新）��������������  １８億１千万円

水道事業　収益的収支

公共下水道事業　収益的収支

水道事業　資本的収支

公共下水道事業　資本的収支

※不足額は、損益勘定留保資金等の内部留保資金で補填しました。

※不足額は、損益勘定留保資金等の内部留保資金で補填しました。

令和６年度決算のあらまし令和６年度決算のあらまし
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　市ホームページ「小江戸川越マップ」において、これまで上下水道局の窓口でのみ公開していた下水道
台帳情報を新たに掲載しました。
　これにより、開庁時間外でも、下水道施設の整備状況（本管の位置や埋設の深さなど）を確認できます。

ご自宅のパソコンやスマートフォンで住所検索可能です！

下水道台帳（下水道本管の位置等のデータ）を
� インターネットで公開しています

小江戸川越マップ で検索

★問い合わせ：事業計画課　☎２２３－０３３２

≪調査の様子≫

下水道管内

送風機 送風機
発電機

監視員 監視員調査員

★問い合わせ：事業計画課　☎２２３－０３３２

下水道管路の全国特別重点調査について
　令和7年 1月 28日に、埼玉県八潮市において下水道管路の破損に起因すると考えられる道路陥
没事故が発生しました。これを受けて、国土交通省から同種・同類の事故を未然に防ぐため、「下水
道管路の全国特別重点調査」の実施要請が通知されました。そのため、本市においても対象となる管
路について調査を実施しました。
　なお、調査結果については、国土交通省が示す判定基準に基づいて判定を行い、全国の集計結果の
公表と同時期に本市ホームページに掲載する予定です。

≪調査概要≫
　調査対象：内径2メートル以上、かつ平成6年度（1994年度）以前に設置された下水道管
　調査総延長：約11km（合流管約2km、雨水管約9km）
　調査内容：管路潜行目視調査及びマンホール目視調査

調査時断面図 調査の状況
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　上下水道局では、上下水道事業の経営に関する事項について審議
するため、学識経験者や公共的団体等の代表者、公募市民で構成さ
れる川越市上下水道事業経営審議会を設置しています。
　同審議会に、下水道使用料の改定について諮問（意見を求める）し、
答申（回答）を受けましたので、その概要をお知らせします。

下水道使用料に関して
経営審議会から答申を受けました

　引っ越しの日程が決まったら早めに水の窓口に使用中止・使用開始の	
予定日を連絡（電話・窓口・電子申請）していただくようお願いします。
水の窓口:川越市上下水道料金センター
主な業務	 水道の使用開始・使用中止の申し込み受け付け
	 水道料金・下水道使用料の受領及び支払い相談
所 在 地 	 川越市脇田本町10-16 BOビル地下1階
電話番号	 049-249-1911※お掛け間違いのないようにご注意ください。

営業時間	 月～土曜日　午前8時30分〜午後6時
休 業 日 	 日曜日・祝日・休日・年末年始（12月29日〜1月3日）

水道の使用開始・使用中止の電子申請はこちらから▶★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３‐３０７１
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U_PLACE

国道 16号

BOビル地下１階
水の窓口：
川越市上下水道
料金センター

←�答申書は
こちらから
ご覧下さい

引っ越しの際は、必ず連絡してください

編集／発行　川越市上下水道局  総務企画課  〒 350-0054  川越市三久保町２０‐１０  ☎０４９‐２２３‐３０６３

【川越市公式ホームページ】https://www.city.kawagoe.saitama.jp
この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用しています。
また、印刷用の紙へリサイクルすることができます。

川越市シンボルマーク

★問い合わせ：総務企画課　☎２２３－３０６３

★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３‐３０７１

スマホ決済できます！ バーコードをバーコードを
読むだけ！読むだけ！

詳しくは
こちらから

将来にわたって安全・安心な下水道サービスを継続していくため
には、下水道使用料の改定はやむを得ないものとし、平均改定率
38.1％とする答申を受けました。

答申の
内容

物価高騰や埼玉県に支払う汚水処理費用の値上げ等により、現行の
使用料のままでは下水道事業会計の収支が赤字となることが見込ま
れることから、下水道使用料の改定について審議会に諮問しました。

諮問の
背景

人口減少に伴い、将来的に使用料収入の減少が見込まれます。一方
で、施設の維持管理や老朽化対策、地震などの自然災害への備えの
ため、事業運営に要する支出は増加すると予想されています。

事業の
状況

諮問
R7年7月

答申
R7年12月

全6回審議 ※�現行使用料のままでは、令和７年度以降、
赤字（純損失）が見込まれています。


